






































将校の育成に、軍隊は時間も費用もかける。
そして、何より
軍隊は、将校に経験値を与える。

戦闘に敗北し、百の兵を失う損害は
一人の将にとれば、
来たる勝利のための経験値でもある。

軍隊は手塩にかけて育てた将を、
たかだか1回の戦闘で失いたくない。

ゆえに、軍隊は指揮官に馬を与える。
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一方、アメリカは
旧日本軍とは対照的に「将校の温存」を重視。
緒戦では押されたものの、最終的には勝利した。

たとえば、太平洋戦争緒戦のフィリピン防衛作戦の際、
アメリカは敗北必至と見るや、
同作戦の司令官マッカーサーに脱出を強く指示した。

大統領フランクリン゠ローズヴェルトの指示を受けた
マッカーサーは、10万の兵士たちを置き去りに
魚雷艇でフィリピンから脱出した。

また、アメリカという組織は
マッカーサーを逃しただけでなく、
防衛作戦失敗の責任も問わなかった。

このアメリカの判断が的確だったことは、
太平洋戦争のその後の展開が証明している。

フィリピンから生き延びたマッカーサーは、
以降も対日戦の司令官として活躍し、
ついには、日本を敗北へと至らしめた。

後にマッカーサーは
フィリピンでの敗北によって、対日戦のコツをつかんだ…
と語っている。
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1941年のフィリピン防衛作戦において、日本軍に降伏したアメリカ・フィリピン軍
兵士たちは、遠い収容所まで、過酷な移動を強いられた。これを「バターン死の行
進」と呼ぶ。7万人の兵士たちは、最大で90km以上（新宿から箱根ほど）の距離を
炎天下の中、十分な食料も水も与えられずに移動した。目的地に到着したのは、5
万4000人であった。もちろん、この行進にマッカーサーの姿はなかった。兵は捨
てられたと言える。

25第1章　　な ぜ、 組 織 は 不 公 平 な 処 分 を 許 す の か ？ 



このマッカーサーの例に見られるように、
アメリカは戦争を通して
指揮官がほぼ替わらなかった。

戦死・自決による指揮官の交替が
相次いだ旧日本軍とは正反対である。

つまり、組織における
「人材の選抜・育成コスト」という観点の有無、
それが日米の勝敗を分けた要因の一つと考えられる。

太平洋戦争において、
日本の英雄はすべて死に、
米国の英雄はすべて生き残った。
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大学院を卒業した後は、
社会の中枢に食い込みたい…
大きな影響力を持つ組織に入りたい…と思っていたが、
現実はそう甘くなく、この学歴では難しかった。

たとえ、大企業に入ったとしても、
兵隊扱いで、経験値は与えてもらえない。

そこで、
超実力主義社会と呼ばれる
予備校業界に身を投じた。

ところが、そこにも学歴社会があった。

どれだけ生徒を集めても、
どれだけ早稲田・慶應に合格させても、
予備校は僕に東大クラスを持たせてはくれなかった。

東大の過去問をどれだけ研究しても
学歴を理由にチャンスが、経験値が、与えられなかった。

散々もがいた結果、
世界史専門塾を立ち上げ、今日に至る。

「18歳で人生が決まってしまう」
…それを知る親に送り出された生徒は、
「18歳で人生が決まってしまう」
…それを知る僕の授業を今日も受けている。
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